
試

験

を

実

施

す

る

者

試

験

の

名

称

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

財
団
法
人
日
本
海
技
協
会

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
丁
目
五
番
地

船
舶
料
理
士
試
験

名

称

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地

財
団
法
人
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
丁
目
五
番
地

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

講

習

の

種

類

財
団
法
人
日
本
船

舶
職
員
養
成
協
会

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
丁

目
五
番
地

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講
習

レ
ー
ダ
ー
・
自
動
衝
突
予
防

援
助
装
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
講
習

救
命
講
習

機
関
救

命
講
習

消
火
講
習

航
海
英
語
講
習

上
級
航
海
英

語
講
習

機
関
英
語
講
習

上
級
機
関
英
語
講
習

財
団
法
人
尾
道
海

技
学
院

広
島
県
尾
道
市
栗
原
東
二
丁

目
十
八
番
四
十
三
号

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講
習

レ
ー
ダ
ー
・
自
動
衝
突
予
防

援
助
装
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
講
習

救
命
講
習

機
関
救

命
講
習

消
火
講
習

航
海
英
語
講
習

上
級
航
海
英

語
講
習

機
関
英
語
講
習

上
級
機
関
英
語
講
習

社
団
法
人
中
国
船

舶
職
員
養
成
協
会

広
島
県
広
島
市
南
区
元
宇
品

町
四
十
一
番
十
八
号

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講
習

レ
ー
ダ
ー
・
自
動
衝
突
予
防

援
助
装
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
講
習

救
命
講
習

機
関
救

命
講
習

消
火
講
習

航
海
英
語
講
習

上
級
航
海
英

語
講
習

機
関
英
語
講
習

上
級
機
関
英
語
講
習

財
団
法
人
関
門
海

技
協
会

山
口
県
下
関
市
東
大
和
町
二

丁
目
三
番
二
十
五
号

レ
ー
ダ
ー
観
測
者
講
習

レ
ー
ダ
ー
・
自
動
衝
突
予
防

援
助
装
置
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
講
習

救
命
講
習

機
関
救

命
講
習

消
火
講
習

航
海
英
語
講
習

上
級
航
海
英

語
講
習

機
関
英
語
講
習

上
級
機
関
英
語
講
習

講
習
を
実
施
す
る
者

講

習

の

種

類

名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

財
団
法
人
日
本
船

舶
職
員
養
成
協
会

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
四
丁

目
五
番
地

航
海
Ａ
講
習

航
海
Ｂ
講
習

機
関
Ａ
講
習

機
関
Ｂ

講
習

通
信
講
習

小
型
船
舶
操
縦
士
講
習

財
団
法
人
尾
道
海

技
学
院

広
島
県
尾
道
市
栗
原
東
二
丁

目
十
八
番
四
十
三
号

航
海
Ａ
講
習

航
海
Ｂ
講
習

機
関
Ａ
講
習

機
関
Ｂ

講
習

通
信
講
習

小
型
船
舶
操
縦
士
講
習

社
団
法
人
中
国
船

舶
職
員
養
成
協
会

広
島
県
広
島
市
南
区
元
宇
品

町
四
十
一
番
十
八
号

航
海
Ａ
講
習

航
海
Ｂ
講
習

機
関
Ａ
講
習

機
関
Ｂ

講
習

通
信
講
習

小
型
船
舶
操
縦
士
講
習

財
団
法
人
関
門
海

技
協
会

山
口
県
下
関
市
東
大
和
町
二

丁
目
三
番
二
十
五
号

航
海
Ａ
講
習

航
海
Ｂ
講
習

機
関
Ａ
講
習

機
関
Ｂ

講
習

通
信
講
習

小
型
船
舶
操
縦
士
講
習

三
角
町
立
九
州
海

技
学
院

熊
本
県
宇
土
郡
三
角
町
大
字

三
角
浦
千
百
九
十
三
番
地

航
海
Ａ
講
習

航
海
Ｂ
講
習

機
関
Ａ
講
習

機
関
Ｂ

講
習

通
信
講
習

小
型
船
舶
操
縦
士
講
習

財
団
法
人
日
本
海

洋
レ
ジ
ャ
ー
安

全
・
振
興
協
会

東
京
都
豊
島
区
目
白
一
丁
目

三
番
八
号

小
型
船
舶
操
縦
士
講
習
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２

前
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
よ
る
試
験
の
認
定
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
実
施
す

る
試
験
に
つ
い
て
行
う
。

一

試
験
を
実
施
す
る
者
の
職
員
、
試
験
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
試
験
事
務
の
実
施
に

関
す
る
計
画
が
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
及
び
技
術

的
能
力
が
あ
る
こ
と
。

三

試
験
事
務
以
外
の
業
務
を
行
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
試
験
事
務
が
不
公
正

に
な
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

第
二
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
第
三
号
イ
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
試
験
を
実
施
す
る
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

並
び
に
試
験
の
名
称
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

４

第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
船
舶
料
理
士
の
養
成
施
設
の
認
定
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
行
う
。

一

養
成
施
設
の
職
員
、
養
成
施
設
の
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
養
成
施
設
の
事
務
の
実

施
に
関
す
る
計
画
が
養
成
施
設
の
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
養
成
施
設
の
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
及

び
技
術
的
能
力
が
あ
る
こ
と
。

５

第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
船
舶
料
理
士
の
養
成
施
設
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所

在
地
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
船
舶
職
員
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

船
舶
職
員
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
下
欄
に
定
め
る
講
習
」
の
下
に
「
で
あ
つ
て
当
該
講
習
の
種
類
ご
と
に
国
土
交
通
大
臣

が
認
定
す
る
者
（
以
下
「
認
定
免
許
講
習
機
関
」
と
い
う
。）が
実
施
す
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
上
欄

に
掲
げ
る
講
習
」
の
下
に
「
で
あ
つ
て
認
定
免
許
講
習
機
関
が
実
施
す
る
も
の
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加

え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
行
う
。

一

職
員
、
講
習
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
講
習
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
講
習
事

務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
講
習
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
及
び
技
術

的
能
力
が
あ
る
こ
と
。

４

認
定
免
許
講
習
機
関
の
う
ち
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
法
人
で
あ
る
も
の

の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
講
習
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

５

認
定
免
許
講
習
機
関
の
う
ち
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に

講
習
の
種
類
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
官
報
で
告
示
す
る
。

第
九
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
の
基
準
）

第
九
条
の
三
の
二

法
第
七
条
の
二
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認

め
ら
れ
る
者
が
実
施
す
る
講
習
に
つ
い
て
行
う
。

一

職
員
、
講
習
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
講
習
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
講
習
事

務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
講
習
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
及
び
技
術

的
能
力
が
あ
る
こ
と
。

（
公
示
）

第
九
条
の
三
の
三

法
第
七
条
の
二
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
講
習
を
実
施
す
る
者（
以
下「
指

定
更
新
講
習
機
関
」
と
い
う
。）の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
講
習
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。
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